
「
し
ぐ
れ
」

小
考

0
、
は
じ
め
に

日
本
語
に
は
自
然
を
表
わ
す
語
裁
が
多
い
と
い
う
。
こ
の
こ
と

は
日
本
の
自
然
が
変
化
に
富
ん
で
い
る
こ
と
と
、
日
本
人
が
自
然

に
親
し
み
、
強
い
関
心
を
も
っ
て
来
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
古
典
文
学
作
品
中
に
用
い
ら
れ
た

自
然
を
表
わ
す
語
義
の
中
で
「
雨
」
に
関
す
る
語
議
を
概
観
し
、

そ
の
中
で
、
特
に
「
し
ぐ
れ
」
と
い
う
語
を
取
り
上
げ
て
考
察
す

る
こ
と
に
す
る
。日

本
古
典
文
ρ4  
．ナ

作
品
中
の
気
象
の
ιー
と
ば

宮
島
達
夫
（
N
O
E
）
『
日
本
古
典
対
照
分
類
語
義
表
』
に
よ
れ

升－－＝
~木

脇

茂

秀

ぱ
、
意
義
分
類
の
「
（
水
・
乾
湿
）
（
気
象
）
（
雨
・
雪
）
（
天
気
）
」

を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
異
な
り
語
数
全
3
4
1
8
0語
中
、

m穏

で
あ
っ
た
。
勿
論
同
番
に
採
録
さ
れ
た
語
の
全
体
の
性
格
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
気
象
の
こ
と
ば
は
、
全
体
の

1
%
に
も
満
た
な
い
。

ま
た
、
大
野
晋
（

H80）
「
基
本
語
紫
に
関
す
る
二
、
三
の
研
究
」

で
、
万
葉
集
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
徒
然
草
と
類
緊
名
義
抄
（
観

智
院
本
）
の
和
訓
と
照
合
し
た
結
果
、
四
作
品
に
共
通
す
る
名
詞

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
抑
語
で
あ
り
、
そ
の
中
に
「
雨
」

や
「
水
」
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、
今
回
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
「
し

ぐ
れ
」
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
「
雨
」
「
し
ぐ
れ
」
の
作

品
毎
の
用
例
数
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。



あ
め
（
雨
）

合
計
一
悼
碑
銘
一
平
家
一
宇
治
一
方
丈
一
街
中
白
一
大
舗
－

whH幅
一
様
一
回
両
氏
一
俊
一
鋪
鈴
一
俊
領
一
土
怠
一
古
今
一

m－
aw一
竹
取
一
万
態

湖
一

6

一
随
一
時
一

E

－

n
一
9

－
9

－
t
一
一
位
一
四
回
一

ω
一
知
一

8

－
M

一

ロ

舗

し
ぐ
れ
（
時
雨
）

川
副
囚
到
到
ぜ
世
池
山
世
山
一
g
d
A
1古
今
一
叶
一
竹
取
一
括

1
1
2、
日
本
語
の
中
の
「
気
象
・
季
節
」

日
本
の
「
気
象
」
に
お
け
る
、
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、

早
く
高
橋
和
夫
（
目
当
∞
）
『
日
本
文
学
と
気
象
」
が
、
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
（
以
下
、
傍
線
は
稿
者
）
。

象
の
こ
と
で
あ
り
、
剣
倒
剖

は
、
そ
の

E

た
相
の
こ
と
で
あ
り
、
調
制
剖
叫

1
4州
制

到
伺
州
司
M
M
で
あ
る
と
言
い
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
の

古
典
研
究
で
は
、
た
だ
書
物
に
単
語
と
し
て
目
に
つ
く
季
節
だ
け

に
目
を
や
る
の
で
な
く
、
広
く
気
候
に
つ
い
て
、
そ
し
て
さ
ら
に

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
「
自
然
関
係
の
語
哉
」
「
気
象
・
季
節
を
表
わ
す
言
葉
」

に
対
し
て
、
日
本
語
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
金
田
一
春
彦

（
忌
∞
∞
）
（
『
日
本
語
新
版
（
上
）
』
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
。

内

L

雨
に
関
す
る
語
藻

（
略
）
雨
の
種
類
を
表
わ
す
単
語
が
多
い
の
は
当
然
で
、
「
春
雨
」

「
五
月
雨
」
「
夕
立
」
「
時
雨
」
「
菜
種
梅
雨
」
「
狐
の
嫁
入
り
」
（
日

照
り
雨
の
こ
と
）
、
最
近
は
ま
た
「
集
中
豪
雨
」
と
か
「
秋
雨
前
線
」

と
か
い
う
の
も
あ
り
、
日
本
が
雨
の
よ
く
降
る
国
で
あ
る
こ
と
を

表
わ
し
て
い
る
。

J
・
ス
ワ
1
ド
は
、
日
本
語
の
雨
の
名
は
四
O

を
越
す
と
言
っ
て
驚
い
て
い
る
。

こ
の
う
ち
の
「
春
雨
」
は
ま
だ
い
い
が
、
「
五
月
雨
（
さ
み
だ

れ
）
」
と
か
「
時
雨
（
し
ぐ
れ
）
」
は
難
し
い
漢
字
の
宛
て
方
を
す



る
。
こ
れ
は
昔
、
日
本
人
は
和
語
を
何
で
も
漢
字
で
書
こ
う
と
し

た
。
「
雨
」
は
中
国
で
も
降
る
か
ら
「
雨
」
と
い
う
漢
字
は
あ
る
が
、自主

に
雨
に
関
係
す
る
語
哉
も
日
本
語
に
は
豊
富
で
あ
る
。
た
と
え
ば

「
雨
間
（
あ
ま
あ
い
）
」
「
雨
脚
（
あ
ま
あ
し
）
」
「
雨
や
ど
り
」
「
雨

こ
も
り
」
「
雨
曇
り
」
「
雨
垂
れ
」
：
：
：
と
い
う
よ
う
な
単
語
が
あ
る
。

こ
れ
を
英
語
で
言
お
う
と
す
る
と
、
み
ん
な
単
語
で
は
言
え
な
い
。

「
雨
や
ど
り
」
な
ど
は
、
日
本
で
は
ご
く
普
通
の
言
葉
で
あ
る
が
、

g
w吉
岡

ω
F
o

－Z円
昨

O
B
吾
O
B
Eと
な
っ
て
し
ま
う
。
「
雨
天
順
延
」

と
い
う
言
葉
を
英
語
に
訳
す
と
長
く
な
る
と
い
う
の
も
、
こ
の
線

に
沿
っ
た
事
柄
だ
。
そ
の
男
（
女
）
と
一
緒
に
行
く
と
必
ず
雨
に

逢
う
男
（
女
）
の
こ
と
を
「
雨
男
（
女
）
」
と
言
う
が
、
こ
う
い
っ

た
言
葉
は
他
の
国
の
言
語
の
発
想
に
は
な
さ
そ
う
だ
。

四
季
の
変
化

さ
き
ほ
ど
の
「
五
月
雨
（
さ
み
だ
れ
こ
や
「
梅
雨
（
つ
ゆ
）
」

と
い
う
言
葉
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
語
は
両
方
と
も

同
じ
雨
を
さ
す
が
、
「
五
月
雨
」
の
方
は
「
五
月
雨
が
降
る
」
と
か
「
五

月
雨
が
や
む
」
と
か
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
梅
雨
」
の
方
は

「
梅
雨
に
入
る
」
「
梅
雨
が
あ
け
る
」
と
使
う
。
つ
ま
り

削
岡
引
州
制
釧
刻
刻
引
州
叫

の附
る

丹
、

u

と
こ
ろ
で
日
本
語
で
は
、
「
春
の
雨
は
シ
ト
シ
ト
降
る
」
と
か
、

「
夏
の
雨
は
ザ
l
ッ
と
降
る
」
と
か
言
う
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

降
る
「
時
雨
」
と
い
う
雨
は
「
シ
ョ
ポ
シ
ヨ
ポ
降
る
」
と
言
う
。

つ
ま
り
降
り
方
が
そ
れ
そ
れ
違
う
。

「
時
雨
」
と
い
う
言
葉
は
辞
書
で
は
、
「
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
降
っ

た
り
や
ん
だ
り
す
る
雨
」
と
だ
け
し
か
書
い
て
な
い
が
、
わ
れ
わ

れ
が
こ
の
言
葉
を
聞
く
と
、
朝
釧

山
のl



で
雄
の
鹿
が
雌
の
鹿
を
慕
っ
て
鴫
く
同
な

則
明
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

に
組
組
し
た

一
つ
一
つ
の
雨
の
名
前
は
、

そ
れ
ぞ
れ
わ
れ
わ
れ
に
豊
か
な
連
想
を
呼
び
起
こ
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
〈
俳
句
〉
と
い
う
、
世
界
で
一
番
短
い
形
の
詩
が
日
本
に
出

来
て
い
る
。

こ
の
金
田
一
（
忌
∞
∞
）
の
指
摘
は
、
新
書
版
で
も
あ
り
、
概
説

的
記
述
で
あ
る
が
、
「
気
象
・
季
節
を
表
わ
す
言
葉
」
を
考
察
す

る
上
で
も
、
「
し
ぐ
れ
」
と
い
う
語
を
考
察
す
る
上
か
ら
も
極
め

て
示
唆
的
で
あ
る
。

2
、
「
男
心
」
と
秋
の
空

こ
こ
で
「
秋
の
空
」
を
考
え
て
み
た
い
。
現
代
語
に
お
い
て
、

通
常
「
秋
の
空
」
は
「
秋
晴
れ
」
や
「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
青
々
と
澄
ん
で
晴
れ
わ
た
っ
て
い
る
様
子

や
快
晴
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
、
「
男
心
」
と
共
に
用
い
ら
れ
た
「
男

心
と
秋
の
空
」
の
場
合
は
、
「
心
の
変
わ
り
ゃ
す
い
こ
と
の
た
と
え
」

（
『
広
辞
苑
』
第
6
版
（
N
C
C
∞
）
）
と
か
、
「
秋
の
空
が
変
わ
り
ゃ
す

い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
と
並
べ
て
、
男
の
心
が
変
わ
り
ゃ
す
い
こ

と
を
い
う
。
」
（
「
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
秋
の
空
」
は
「
変
わ
り
ゃ
す
い
天
気
」
の
意
と
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
は
、
次
の
よ

う
な
用
例
を
採
録
し
て
い
る
。

「
男
心
と
例
制
劃
と
、
た
と
へ
の
ご
と
く
竹
次
郎
は
、
ま
た
お
若

が
こ
と
は
忘
れ
て
、
通
ひ
路
も
疎
（
う
と
）
く
な
り
」

（
人
情
本
・
恋
の
若
竹
〔
1
8
3
3
1
3
9
〕
中
・
二
一
套
）

「
た
と
へ
に
さ
へ
男
心
と
例
制
劃
、
今
ま
で
あ
ん
な
宜
（
い
）
い

天
気
が
急
に
泣
出
し
さ
う
な
空
に
な
っ
て
来
た
」

（
人
情
本
・
春
色
江
戸
紫
〔
1
8
6
4
1
6
8
頃
〕
二
・
二
一
回
）

-4-

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
す
る
と
、
「
男
心
と
秋
の
空
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
は
、
近
世
後
期
に
成
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
「
男
心
と
秋
の
空
」
で
は
な
く
、
「
刻
引
と

い
う
」
と
注
記
し
た
辞
書
も
あ
る
。



『
男
性
の
女
性
に
対
す
る
愛
情
が
変
わ
り
ゃ
す
い
こ
と
。
「
男
心
と

｜
｜
」
／
男
性
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
も
じ
っ
て
「
女
心
と
｜
｜
」

と
も
い
う
。
』
（
『
明
鏡
国
語
辞
典
」
初
版
（

Ngω
））

「
男
心
」
か
ら
「
女
心
」
へ
の
変
化
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
、

男
性
、
女
性
が
占
め
る
社
会
的
地
位
の
変
容
等
と
も
関
連
す
る
で

あ
ろ
う
が
、
英
語
の
こ
と
わ
さ
か
ら
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
の
指
摘
も
あ
る
（
注
l
）。

〉
当

O
B
S
．ω
B宮
島
町
包

d
3
3
5
E与－
0
・

（
女
心
は
変
わ
り
ゃ

す
い
）

〉

者

O
B
S．ω
ヨ
宮
内
田
虫
色

t
i
E
R
若
宮
内
田

n
z
g
m
o
o同
信
ロ
・
（
女
心

と
冬
の
風
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
変
わ
る
）

で
は
何
故
青
々
と
澄
ん
で
晴
れ
わ
た
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る

「
秋
の
空
」
が
、
変
わ
り
ゃ
す
い
、
と
な
る
の
か
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
金
田
一
春
彦
（

HSω
）
『
こ
と
ば
の
歳
時
記
」
の
叩
月

m日
に
、
「
京
都
あ
た
り
だ
と
ほ
ん
と
う
に
秋
の
空
は
変
わ
り
ゃ

す
い
。
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
『
日
本
国
語
大
辞
典

第

版
」
に
は
、
「
き
た
や
ま
し
ぐ
れ
」
「
北
山
の
雨
」
と
い
う
語
形
が

が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

き
た
や
ま
し
ぐ
れ
【
北
山
時
雨
】

①
北
方
の
山
か
ら
降
っ
て
く
る
し
ぐ
れ
。
特
に
、
京
都
の
北
山
の

あ
た
り
か
ら
降
り
渡
る
し
ぐ
れ
。
《
季
・
冬
〉
＊
清
元
・
三
社
祭

（HgN）
「
制
削
剛
岡
ぢ
ゃ
な
い
け
れ
ど
ふ
ら
れ
て
帰
る
晩
も
あ
り
」

（
森
脇
注
一
天
保
3
年
（

HgN）
に
江
戸
中
村
座
で
初
演
。
浅
草

の
三
社
祭
。
清
元
節
二
ニ
味
線
音
楽
の
一
流
派
。
一
般
に
は
単
に

「
清
元
」
と
呼
ぶ
。
富
本
節
か
ら
派
生
し
た
待
瑠
璃
。
広
義
の
豊

後
節
の
一
派
。
浄
瑠
璃
の
流
派
と
し
て
は
最
後
に
生
れ
た
も
の
。
）

②
「
北
」
に
「
来
た
」
を
か
け
て
い
う
し
ゃ
れ

（
イ
）
こ
ち
ら
の
思
惑
ど
お
り
に
な
っ
て
い
く
こ
と
。
＊
酒
落
本
・

契
情
買
虎
之
巻
（
森
脇
注
一
け
い
せ
い
か
い
と
ら
の
ま
き
一
酒
落

本。

l
冊
。
田
螺
金
魚
（
た
に
し
き
ん
ぎ
よ
）
作
。
安
永
7
年（

H
3∞）

刊
。
遊
女
瀬
川
と
客
五
郷
と
の
悲
恋
を
描
く
。
人
情
本
の
祖
と
さ

れ
る
。
江
戸
後
期
の
小
説
の
一
形
態
。
書
型
か
ら
滑
稽
本
と
と
も

に
中
本
と
呼
ば
れ
た
。
）
（

H
3∞
）
「
そ
り
ゃ
そ
ろ
そ
ろ
と
、
剖
剖

削

u
q利
の
あ
い
つ
が
在
所
を
尋
る
は
、
や
っ
ぱ
り
五
き
ゃ
う
を

-5-



尋
る
の
だ
」

（
ロ
）
気
が
あ
る
こ
と
。

（
ハ
）
空
腹
を
催
す
こ
と
＊
歌
舞
伎
・
傾
情
吾
嬬
鑑
（
ロ
∞
∞
）
（
森

脇
注
一
け
い
せ
い
あ
ず
ま
か
が
み
一
初
演
天
明
一
己
目
（
江
戸
・
中

村
座
）
）
「
成
る
程
、
腹
の
加
減
も
北
山
時
雨
（
キ
タ
ヤ
マ
シ
グ
レ
）
、

ち
ょ
っ
と
一
杯
茶
漬
け
と
出
か
け
よ
う
」

③

き

ま

ぐ

れ

。

（

日

本

国

語

大

辞

典

第
二
版
）

O
北
山
の
雨

北
山
の
あ
た
り
か
ら
ふ
っ
て
く
る
し
ぐ
れ
。
転
じ
て
、
き
ま
ぐ

れ
。
北
山
時
雨
。
＊
雑
俳
・
柳
樽
多
留
拾
遺
（
ざ
っ
ぱ
い
・
ゃ
な

ぎ
だ
る
し
ゅ
う
い
一
川
柳
集
。
一

O
編
。
編
者
未
詳
。
一
七
九
六

i
九
七
年
刊
の
「
古
今
前
句
集
」
を
改
題
し
た
も
の
。
古
今
和
歌

集
に
倣
っ
た
類
題
川
柳
句
集
。
）
（

HgH）
巻
一
七
「
相
刷
側
副
叫

（
日
本
国
語
大
辞
典

た
と

こ
こ
ろ
」

第
二
版
）

し

「
北
山
し
ぐ
れ
」
や
「
北
山
の
雨
」
が
、
「
京
都
」
の
北
山
を
指
し
、

し
か
も
そ
の
「
し
ぐ
れ
」
「
雨
」
は
、
き
ま
ぐ
れ
と
転
ず
る
よ
う
に
「
変

わ
り
ゃ
す
い
天
候
」
を
表
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
清

元
・
三
社
祭
」
、
「
酒
落
本
」
、
「
歌
舞
伎
・
傾
情
吾
嬬
鑑
」
等
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
変
わ
り
ゃ
す
い
天
候
」
で
あ
る
と
い
う
「
北

山
」
が
広
く
理
解
さ
れ
て
お
り
、
東
の
江
戸
で
も
「
北
山
し
ぐ
れ
」

が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

・
矧
州
剖
例
．
倒
劃
と
、
た
と
へ
の
ご
と
く
竹
次
郎
は
、
ま
た
お
若

が
こ
と
は
忘
れ
て
（
略
）

（
人
情
本
・
恋
の
若
竹
（

H
g
ω
l
S））

し
た
が
っ
て
、
「
男
心
と
秋
の
空
」
は
、
「
京
都
」
（
の
天
気
）

を
基
準
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天
気
用
語
の
源
泉
は
、

京
都
の
盆
地
特
有
の
気
候
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
「
し
ぐ
れ
」
が
「
変
わ
り
ゃ
す
い
」
と
い
う
点
か
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
語
源
説
も
生
じ
て
い
る
（
注
2
）。
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従
っ
て
こ
の
現
象
に
対
し
て
、
こ
れ
は
、
雨
を
持
っ
て
ゐ
る
雲
が

一
過
す
る
こ
と
、
即
ち
一
し
き
り
過
ぎ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
刈
列
川
叶

刈
列
M
可
刷
到
湖
剖
矧
引
湖
引
雨
と
い
ふ
風
に
解
釈
す
る
の
が
一

番
ぃ
、
と
感
ず
る
や
う
に
な
っ
た
。
（
新
村
出
（

H80））



3
、
文
献
に
表
れ
る
こ
と
ば

ー
各
作
品
中
の
「
し
ぐ
れ
」
の
用
例
｜

2
、
で
は
、
「
北
山
し
ぐ
れ
」
や
「
北
山
の
雨
」
が
「
京
都
」

の
北
山
を
指
し
、
し
か
も
そ
の
し
ぐ
れ
、
雨
は
「
き
ま
ぐ
れ
」
と

転
ず
る
よ
う
に
「
変
わ
り
ゃ
す
い
」
天
候
を
表
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
更
に
「
し
ぐ
れ
」
自
体
の
語
史
を
考

察
す
る
こ
と
に
す
る
。

3
1
1、
古
辞
書
の
「
し
ぐ
れ
」

ま
ず
、
古
辞
書
に
表
れ
た
「
し
ぐ
れ
」
の
用
例
を
挙
げ
る
。

案
一
刻
刻
制

16 
オ

又
三
曾
礼

（
新
撰
字
鏡

5
オ）

，苦言匡弘

包z
調
刈
制

17 
オ

（
新
撰
字
鏡

5
ウ）

又
阿
良
礼

雷

派

刻

制

雨
也

（
和
名
類
緊
抄
）

震
之
我
反

雨

（
築
隷
万
象
名
義
）

震
計
川

（
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄

法
下

1 

七。

ま
ず
「
新
撰
字
鏡
」
に
あ
ら
わ
れ
た
「
し
ぐ
れ
」
の
和
訓
は
、
「
み

ぞ
れ
」
や
「
あ
ら
れ
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る

が
、
「
和
名
類
衆
抄
」
「
築
隷
万
象
名
義
」
に
採
録
さ
れ
た
「
衆
」

に
は
、
「
志
久
礼
」
の
訓
と
共
に
、
「
小
雨
」
「
小
雨
也
」
と
あ
り
、

「
し
ぐ
れ
」
が
、
「
こ
ま
か
く
降
る
雨
」
や
「
細
雨
」
を
指
す
も
の
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で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
時
代
が
下
り
、
『
日
葡
辞
書
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

7臼

M
C
担
肖
0
・
シ
グ
レ
（
時
雨
）
冬
や
秋
の
雨
（
日
葡
辞
書

白
羽
旬
。
・

2
2・2
p
シ
グ
レ
、
ル
ル
、
レ
タ
（
し
ぐ
れ
、
る
る
、
れ
た
）

冬
や
秋
に
雨
が
降
る

（
日
葡
辞
書

7臼

『
日
葡
辞
書
』
で
は
、
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
は
、
「
刻



例
制
の
雨
」
、
動
詞
「
し
ぐ
る
る
」
の
場
合
、
「
斜
訓
例
叫
雨
が
降
る
」

と
あ
る
。
「
新
撰
字
鏡
」
「
和
名
類
緊
抄
」
と
比
べ
て
、
「
日
葡
辞
書
」

に
な
る
と
、
「
冬
や
秋
」
と
い
う
「
季
節
」
と
し
て
の
「
時
季
情
報
」

が
付
加
さ
れ
て
い
る
点
は
、
注
視
さ
れ
る
。

3
1
2、
上
代
文
献
に
お
け
る
「
雨
」
に
関
す
る
語
集

上代文献における「雨」に関する語集を調査したもの

としては、井上さやか（NCCU）「上代語集としての「し

ぐれ」」がある（次表参照）。

慣風藻 風土記 事古記

雨 立雨 （ 岡
目米 高 爾

ウ
（チタ てアメ （ゼカ てアメ

（ア
ヒ、メ...; 

行雨
（サ

サ乙J 風雨 喜三ア徴雨 Zリ 三、暴雨

カ
乙τ大氷雨 （ ハウ

桂在佐爾 ゼアカメ

戸イ、 咽藷圭 サコ
ウ

ウノ 1ガ~ てメ _4 
（、

話ト司岡 、メー’奇Jヤサ、a雨柿色 与奇
F雪雨 ヒ

｝阿末メ、｛ オホキ三：ガ~ L島J サ

2 －－－毛
ア

雨民主ア筆附メ （ア
アメ

（イ）メ合』 メて
、サ

ン 、メ‘” ウ

万
葉
集

問
倒

春
雨
（
春
雨
）
初
、
村
雨
（
村
雨
）

l
、
課
・
霧
雨
（
ナ
ガ
ア
メ
）

2
、

小
雨
・
需
・
震
探
（
コ
サ
メ
）

7
、
春
之
雨
（
ハ
ル
ノ
ア
メ
）

3
、

秋
之
雨
（
ア
キ
ノ
ア
メ
）

1

こ
の
中
で
、
「
時
雨
」
と
表
記
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ

の
「
時
雨
」
は
、
「
ほ
ど
よ
い
時
に
降
る
雨
。
時
を
得
て
降
る
雨
。
」

の
意
で
、
「
ジ
ウ
」
と
字
音
読
み
し
、

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
く

で
は
な
い
こ
と

よ
っ
て
、
本
稿
も
そ
れ
に
従
い
、
上
代
の
「
し
ぐ
れ
」
は
、
「
万

葉
集
」
に
用
い
ら
れ
た
も
の
の
み
を
確
例
と
し
て
扱
う
。

ま
た
、
井
上
さ
や
か

C
o
o
m）
は
、
「
し
ぐ
れ
」
の
意
味
を
、

。。

「
シ
グ
レ
の
雨
」
と
い
う
例
が
示
す
よ
う
に
、
シ
グ
レ
と
は
本
来

は
物
が
密
集
す
る
様
子
を
表
す
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
が
、
秋
の
歌
で
シ
グ
レ
の
雨
と
し
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

シ
グ
レ
だ
け
で
特
定
の
雨
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
「
日
葡
辞
書
」
に
は
、



u
c
m
R包・
0・0
5シ
グ
ラ
イ
、
ゥ
、
ゥ
タ
（
し
ぐ
ら
ひ
、
ふ
、
う
た
）

物
が
び
っ
し
り
と
密
集
す
る

ucmC円
ω
S
P
E
C・
九
五
戸
、
ン
グ
ラ
ミ
、
ム
、
ゥ
ダ
（
し
ぐ
ら
み
、
む
、
う
だ
）

向
上

（
日
葡
辞
書

764 

と
あ
る
が
、
「
和
名
類
緊
抄
」
「
築
隷
万
象
名
義
」
に
採
録
さ
れ
た

「
策
」
に
は
、
「
志
久
礼
」
の
訓
と
共
に
「
小
雨
」
「
小
雨
也
」
と
あ
り
、

本
稿
で
は
、
「
和
名
類
緊
抄
」
「
築
隷
万
象
名
義
」
の
記
述
を
重
視

し
、
「
し
ぐ
れ
」
の
原
義
は
「
こ
ま
か
く
降
る
雨
」
で
あ
る
と
考

え
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
「
し
ぐ
れ
」
を
「
時
雨
」
と
表
記
す
る
例
は
、
近
世
期

ま
で
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

時

雨

雲

（

『

下

学

集

」

）

（

元

和

三

（

HS）板）

（
主
・
客
人
）
六
時
雨
の
雨
に
ぬ
れ
じ
と
て
、
／
＼
、
鷺
の
は
し

（
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
H

宏
N

（
寛
永
悶
書
写
）

1
1
7頁）

を
わ
た
ひ
た
、

せ
ん
じ
物

上

な
お
、
こ
の
「
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
」
の
用
例
に
つ
い
て
『
大
蔵

虎
明
本
狂
言
の
研
究
本
文
筋
」
「
頭
注
」
に
は
、
「
こ
の
磯
子
物
、

特
別
な
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
つ
の
山
の
谷
あ
い
に
橋

を
か
け
た
山
鉾
（
H

「
カ
サ
サ
ギ
ノ
鉾
」
と
称
シ
、
著
名
）
を
作

り
、
そ
の
橋
を
か
さ
さ
ぎ
の
橋
に
見
立
て
て
は
や
す
の
で
あ
る
。

「
か
さ
さ
ぎ
」
は
、
七
夕
の
夜
天
の
川
に
翼
を
広
げ
て
橋
を
作
り
、

牽
牛
と
織
女
を
会
わ
せ
る
と
い
う
。
こ
こ
は
「
か
さ
さ
ぎ
」
に
笠

を
掛
け
、
「
雨
に
ぬ
れ
じ
」
と
い
っ
た
も
の
か
。
当
時
流
行
し
た

磯
子
物
の
一
つ
で
、
石
見
津
和
野
鷺
舞
の
歌
に
も
、
ほ
ほ
同
じ
内

容
の
歌
詞
が
残
る
。
」
と
あ
り
、
こ
の
歌
が
広
く
流
行
し
た
こ
と

を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

-9-

3
1
3
1
1、
万
葉
集
の
「
し
ぐ
れ
」

「
万
葉
集
」
中
、
「
し
ぐ
れ
」
は
お
例
用
例
が
存
す
る
。
こ
の
用

例
に
つ
い
て
、
村
田
正
博
（
H
S
3
は
次
の
よ
う
に
二
つ
に
分
類

す
る
。



（i
）
黄
葉
の
色
を
深
め
た
り
散
ら
し
た
り
す
る
も
の

季
節
歌

干
の
雨
間
（
ま
）
な
く
し
降
れ
ば
御
笠
山

木
末
あ
ま
ね
く
色
づ
き
に
け
り
（
万
葉
集
八

5
8）

（2
）
大
君
の
御
笠
の
山
の
黄
葉
（
も
み
ぢ
ば
）
は
今
日
の

u
q

判
ベ
錨
制
叶
l

に
散
り
か
過
ぎ
な
む
（
万
葉
集
八
回
印
忠
）

（H
U
）
配
偶
者
と
離
れ
て
あ
る
わ
び
し
さ
鴇
旅

（3
）
秋
田
刈
る
旅
の
鹿
り
に

u
q判
降
り
我
が
袖
濡
れ
ぬ
干
す

人

な

し

に

（

万

葉

集

秋

雑

歌

鴇

旅

十

N
N
8
）

（4
）
十
月

u
q利
の
雨
に
漏
れ
つ
つ
か
君
が
行
く
ら
む
宿
か
借

輯
旅

（1
）
し
く

る
ら
む

（
万
葉
集

十

ω
N
H
ω
）
 

「
万
葉
集
」
の
「
し
ぐ
れ
」
は
、
村
田
正
博
（

5
3）
で
示
さ
れ

た
よ
う
に
、
（
i
）
は
「
黄
葉
」
、
（
H
U
）
は
「
雨
に
ぬ
る
」
と
の

関
係
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
分
類
し
た
と
き
に
、

雨
に
よ
っ
て
起
こ
る
現
象
で
あ
る
「
し
ぐ
れ
降
る
」
は
例
で
あ
り
、

他
に
「
し
ぐ
れ
に
散
る
」
「
し
ぐ
れ
に
漏
る
」
「
し
ぐ
れ
に
あ
ふ
」
「
し

ぐ
れ
に
競
ふ
」
等
が
見
ら
れ
る
。

（5
）
時
待
ち
て
降
れ
る
し
く

の
岡
や
み
ぬ
明
け
む

朝
か
山
の
も
み
た
む（

万
葉
集

秋
雑
・
市
原
王
・
八

6 

副主
議委
れ VJ

F・黄
作業
らは
P 早

むら
り

け
り

し
く

H
m
u
H）

 

（
万
葉
集
秋
雑
・
詠
黄
葉
・
十

（7
）
九
月
の
し
く
ベ
剛
尉
制
寸
倒
闘
の
山
霧
の
い
ぶ
せ
き
我

が
胸
誰
を
見
ば
や
ま
む
［
一
云
十
月
し
ぐ
れ
の
雨
降
り
］

（
万
葉
集

秋
相
・
寄
雨

（8
）
十
月
し
く

の
雨
に
濡
れ
つ
つ
か

ら
む
宿
か
借
る
ら
む

（
万
葉
集

問
答
歌

（9
）
九
月
の

ざ
さ
む
と

の
時
は
黄
葉
を

（
万
葉
集

し
く

N
N
H吋
）

十

N
N
a
ω
）
 

君
が
行
く
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十

ω
N
H
ω
）
 

折
り
か

hFNω
）
 

「
日
本
大
百
科
全
書
』
（
小
町
谷
照
彦
）
に
は
、
「
『
万
葉
集
』
に

は

ω例
近
く
み
え
、
巻
8
や
巻
叩
で
は
秋
雑
歌
（
ぞ
う
か
）
に
位



置
づ
け
さ
れ
て
お
り
、
「
九
月
（
な
が
つ
き
）
の
し
ぐ
れ
の
雨
に

濡
（
ぬ
）
れ
通
り
春
日
（
か
す
が
）
の
山
は
色
づ
き
に
け
り
」
（
巻

叩
）
な
ど
、
秋
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
紅
葉
（
万
葉
で
は
黄
葉
）

を
染
め
た
り
散
ら
し
た
り
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
「
時

雨
」
と
い
う
用
字
は
ま
だ
な
く
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も

の
ら
し
い
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
「
時
雨
」
と
い
う
用
字
法
は

近
世
期
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
「
秋

に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
紅
葉
（
万
葉
で
は
黄
葉
）
を
染
め
た
り

散
ら
し
た
り
す
る
も
の
」
と
い
う
よ
う
な
指
摘
は
、

解
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

一
般
的
な
理

ま
た
、
内
田
賢
徳
（

5
8）
で
は
、
次
の
よ
う
に
「
し
ぐ
れ
」

を
指
摘
す
る
（
纏
め
て
示
す
）
。

・
「
鍾
礼
」
は
、
時
、
つ
ま
り
黄
葉
の
と
き
に
あ
た
っ
て
降
る
に

わ
か
雨
と
い
っ
た
意
味
を
抽
出
す
る
。

・
や
は
り
、
和
歌
の
中
で
も
み
ぢ
に
対
し
て
時
を
得
た
雨
と
い
う

把
握
が
一
般
的
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
時
雨
シ
グ
レ
」
は

成
立
し
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
よ
り
反
省
的
に
は
、
時
を
教
え
る

雨
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
「
黄
葉
の
と
き
に
あ
た
っ
て
降
る
に
わ
か
雨
」
、
「
も
み

ぢ
に
対
し
て
時
を
得
た
雨
」
に
よ
っ
て
「
時
雨
シ
グ
レ
」
は
成

立
し
た
と
す
る
。
ま
た
「
し
ぐ
れ
」
は
、
「
雨
と
い
う
把
握
が
一

般
的
に
な
る
」
と
い
う
「
ニ
疋
の
時
間
」
を
想
定
し
て
い
る
。

3
1
3
1
2、
巻
一
・
八
ニ
の
「
し
ぐ
れ
」
は
ど
こ
が
古
態

な
の
か

こ
こ
で
「
万
葉
集
」
中
の
「
し
ぐ
れ
」
の
用
例
の
中
で
、
か
ね

て
よ
り
問
題
と
な
っ
て
い
る
歌
が
あ
る
。

-11-

（
叩
）
［
題
詞
］
（
和
銅
五
年
壬
子
到
剛
則
遺
長
田
王
子
伊
勢
膏
宮

時
山
港
御
井
〈
作
v歌）

う
ら
さ
ぶ
る
心
さ
ま
ね
し
ひ
き
か
た
の
天
の

u
q

の
流
ら
ふ
見
れ
ば

争U

（
左
注
）
右
二
首
今
案
不
似
御
井
所
〈
作
v

欺

若
疑
嘗
時
諦
之
割
削

（
万
葉
集
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「
し
ぐ
れ
」
は
「
秋
」
の
雑
歌
と
し
て
、
ま
た
「
九
月
の
し
ぐ
れ
」
「
十

月
し
ぐ
れ
の
雨
」
な
ど
の
よ
う
に
「
秋
か
ら
初
冬
」
の
も
の
で
あ

る
が
、
（
叩
）
の
題
詞
に
は
「
到
剛
則
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
当
該
箇
所
の
和
歌
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
武
田
祐
吉
『
寓

葉
集
全
註
蒋
』
は
、
「
し
か
る
に
題
詞
に
は
夏
四
月
と
あ
っ
て
、

こ
の
詞
に
合
わ
な
い
。
輿
に
乗
じ
て
他
の
歌
を
吟
詠
し
た
の
で
あ

ろ
う
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
」
と
し
、
津
潟
久
孝
『
高
葉
集
注
釈
』

は
、
「
寓
葉
で
は
し
ぐ
れ
は
主
と
し
て
晩
秋
の
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
、
古
今
以
後
は
初
冬
の
も
の
と
し
て
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
」
と
す
る
。

伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』
は
、
「
三
首
の
う
ち
、
題
調
に
ふ
さ
わ

し
い
の
は
、
八
一
の
み
で
、
八
二
は
季
節
が
あ
わ
ず
、
八
三
は
、

立
田
山
の
西
に
い
て
詠
ま
れ
た
趣
で
あ
る
。
左
注
に
い
う
通
り
で

あ
る
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
長
田
王
の
歌
と
し
て
知
ら
れ
た
歌
が
一

括
し
て
あ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
指
摘
し
た
り
、
『
新
日

本
古
典
文
尚
子
大
系
寓
葉
集
』
も
、
「
「
し
ぐ
れ
」
は
秋
冬
の
雨
で

あ
る
か
ら
題
詞
の
季
節
と
合
わ
な
い
。
左
注
は
八
二
・
八
三
に
つ

い
て
「
御
井
の
歌
と
は
思
わ
れ
な
い
、
当
時
の
古
歌
か
」
と
疑
っ

て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
作
者
不
明
の
古
歌
と
な
る
」
と
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
に
し
て
も
注
釈
書
で
は
、
「
し
ぐ
れ
」
の
「
時

季
」
と
題
詞
の
「
夏
四
月
」
と
整
合
性
が
欠
け
て
い
る
と
し
、
そ

れ
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
後
世
に
な
る
と
、
「
し
ぐ
れ
」
は
、

さ
み
だ
れ
、

u
d判
、
く
し
て
、
し
づ
く
、
ま
つ
ね

に
ま
と
い
ふ
。
（
略
）
制
刷
、
き
り
、
ひ
ぐ
ら
し
、
は
っ
か
り
、

u
q判
、
紅
葉
、
鹿
の
音
。
（
略
）
十
月
の
雨
を
ば
、
し
ぐ

れ

と

い

ふ

。

（

能

因

歌

枕

）

（
日
）
雨

（
ロ
）
制
パ
倒
也
。
判
列
叫
カ
ナ
ン
ゾ
ザ
ツ
ト
一
フ
リ
フ
ツ
テ
ス

ギ
タ
山
家
ノ
体
ゾ

内
r

“唱・
・＆

（
風
月
集
抄
）

（
日
）
州
矧
則
降
り
み
降
ら
ず
み
定
め
な
き
し
く

め
な
り
け
る

一
、
の
は
じ

（
後
撰
和
歌
集
）

の
よ
う
に
、
「
し
ぐ
れ
」
は
、
「
主
と
し
て
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け

て
の
、
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
す
る
小
雨
」
、
「
秋
」
か
ら
「
冬
」
に

か
け
て
降
る
時
季
が
特
定
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
「
寓
葉
集
」
中
の
「
し
ぐ
れ
」
の
用
法
と
し
て
、
「
黄
葉
」



と
共
起
し
、
「
黄
葉
の
と
き
に
あ
た
っ
て
降
る
に
わ
か
雨
」
や
「
配

偶
者
と
離
れ
て
あ
る
わ
び
し
さ
」
を
表
す
用
法
と
に
大
別
す
る
こ

と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
古
辞
書
の
記
述
を
再
び
考
え
た
い
。

3
1
1
、
で
も
述

べ
た
が
、
「
和
名
類
緊
抄
」
「
築
隷
万
象
名
義
」
に
採
録
さ
れ
た

「
策
」
に
は
、
「
志
久
礼
」
の
訓
と
共
に
「
小
雨
」
「
小
雨
也
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
し
ぐ
れ
」
は
、
「
こ
ま
か
く
降
る
雨
」
や
「
細

雨
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
し
ぐ
れ
」
の
原
義
を
考
え
る
に
、
こ
の
「
し
ぐ
れ
」
自

体
、
雨
が
降
る
時
季
を
限
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
こ
ま
か
く

降
る
雨
」
と
、
雨
そ
の
も
の
、
乃
至
は
「
雨
」
の
種
類
の
み
を
記

述
し
た
も
の
が
原
義
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
金
田
一
春
彦

（
一
九
八
八
）
は
、
「
五
月
雨
」
と
「
梅
雨
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
弓
到

凶

岡

引

側

副

倒

剖

割

引

例

叫

刷

可

J
剖

月月
雨
カ
を
言
う
言
葉
な
の
対
］
」
と
と
指
摘
す
る
が
、
「
し

ぐ
れ
」
の
原
義
が
、
「
和
名
類
衆
抄
」
「
築
隷
万
象
名
義
」
に
表
れ

る
、
「
小
雨
」
、
す
な
わ
ち
「
「
こ
ま
か
く
降
る
雨
」
と
、
雨
自
体

そ
の
も
の
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
「
左
注
」
の
「
当

時
の
古
歌
か
」
と
す
る
記
述
と
上
手
く
符
合
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
よ
っ
て
、
万
葉
集
八
二
の
「
し
ぐ
れ
」
は
、
「
「
こ
ま
か
く
降

る
雨
」
と
、
雨
自
体
そ
の
も
の
」
を
意
味
す
る
原
初
的
用
法
が
表

出
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
「
題
詞
」
と
の
関
係
が
説
明

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

4
、
お
わ
り
に

以
上
、
高
葉
集
の
「
し
ぐ
れ
」
を
中
心
に
考
察
を
試
み
た
。
中

古
以
降
、
「
し
ぐ
れ
」
は
「
我
が
袖
に
ま
だ
き
時
雨
の
降
り
ぬ
る

は
君
が
心
に
あ
き
や
来
ぬ
ら
む
」
（
古
今
集
恋
5
）
の
よ
う
に

「
涙
」
の
比
聡
と
し
て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
「
し
ぐ
れ
の

音
」
と
「
音
」
と
共
起
し
た
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
新

日
本
古
典
文
学
大
系
」
脚
注
に
は
、
「
高
葉
集
の
「
し
ぐ
れ
」
は

常
に
寂
し
く
降
る
情
景
で
あ
り
、
視
覚
の
景
で
あ
る
。
作
者
が
「
し

ぐ
れ
」
の
音
に
耳
を
す
ま
し
た
歌
を
詠
む
よ
う
に
な
る
の
は
平
安

時
代
以
降
で
あ
る
」
と
あ
り
（
三
木
雅
博
（

5
8）
）
、
「
し
ぐ
れ
」

は
「
音
」
と
共
起
す
る
用
法
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
指

q
d
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摘
し
て
い
る
。
更
に
、
中
世
期
に
は
で
っ
ち
し
ぐ
る
」
と
、
動
詞

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
変
選
過
程

に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

ご
教
授
賜
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

（
尚
、
本
文
は
「
源
氏
物
語
」
は
小
学
館
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
、

そ
の
他
は
岩
波
書
店
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
依
っ
た
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
、
各
種
索
引
、
注
釈
書
を
利
用
し
た
。
）

（注）
（注
1
）
例
え
ば
「
本
当
は
男
だ
っ
た
仰
い
「
女
心
と
秋
の
空
」
」

（宮片付宮一＼＼包
E
σ
o
cげ
の
O
」匂＼
m
B＼問。＼
N
N
O
芯印＼
N
＼
）
等
参
照
。

（注
2
）
こ
の
語
構
成
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
保
留
す
る
。

（
参
考
文
献
）

井
上
さ
や
か
（
N
g
m）
「
上
代
語
梨
と
し
て
の
「
し
ぐ
れ
」
」
（
『
万

葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』
（
3
））

内
田
賢
徳
（

HSω
）
「
高
葉
し
ぐ
れ
考
」
（
『
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
』

第
十
集
後
『
上
代
日
本
語
表
現
と
訓
詰
』
所
収
）

大
野
晋
（

H80）
基
本
語
議
に
関
す
る
こ
、
三
の
研
究
（
「
国
語
学
」

後
『
文
法
と
語
義
』
所
収
）

金
田
一
春
彦
（
巴
吋
ω）
「
こ
と
ば
の
歳
時
記
』
（
新
潮
文
庫
）

金
田
一
春
彦
（

H
S∞
）
（
『
日
本
語
新
版
（
上
）
』
）
（
岩
波
新
書
）

佐
々
木
優
子
（

HSω
）
「
歌
語
「
し
ぐ
れ
」
に
つ
い
て
｜
万
葉
集

及
び
八
代
集
に
お
け
る
時
雨
の
歌
の
考
察

l
」
（
「
学
習
院
大

学
国
語
国
文
学
会
誌
」
お
）

新
村
出
（

5
8）
『
語
源
を
さ
ぐ
る
一
』
（
『
新
村
出
全
集
第
四
巻
』

（
HSH）
（
筑
摩
書
房
）
所
収
）

高
橋
和
夫
（

H
S∞
）
『
日
本
文
学
と
気
象
』
（
中
公
新
書
）

三
木
雅
博
（

Hgω
）
「
聴
雨
考
」
（
「
中
古
文
学
」
担
）

宮
島
達
夫
（
N
C
H
品
）
『
日
本
古
典
対
照
分
類
語
義
表
』
（
笠
間
書
院
）

村
田
正
博
（

5
3）
「
長
屋
王
の
歌
」
（
『
万
葉
集
を
学
ぶ
第
一
集
」

有
斐
閣
）

24 
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【
付
記
】
本
稿
は
、
二

O
一
六
（
平
成
お
）
年
十
一
月
三
日
に
別

府
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
中
世
の
雨
と
水

l
自
然
と
文
化
と

を
繋
ぐ
回
路
を
歴
史
の
な
か
に
探
る
｜
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
中
で
、
「
気
象
の
こ
と
ば

l
「
し
ぐ
れ
」
と
「
つ
ゆ
」
と
｜
」

と
題
し
講
演
し
た
も
の
の
一
部
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ



う
な
機
会
を
頂
き
、
浅
野
則
子
先
生
、
田
村
憲
美
先
生
に
は
感
謝

申
し
上
げ
る
。
ま
た
会
場
で
は
有
益
な
ご
意
見
を
多
数
賜
っ
た
。

銘
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

民
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